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はじめに

『Sun Blade 6000 モジュラーシステム設置ガイド』では、Sun Blade™ 6000 モジュ
ラーシステムをはじめて設置および設定する方法について詳しく説明します。

本書は、ラックマウント型システムやコンピュータのハードウェアに精通しているシ
ステム設置技術者、およびさまざまなオペレーティングシステムのインストールと設
定の経験を持つシステム管理者を対象としています。

本書の構成
第 1 章では、Sun Blade 6000 モジュラーシステムを設置するための準備作業について
説明します。

第 2 章では、シャーシにモジュールとオプションを設置する方法について説明します。

第 3 章では、ケーブルおよびデバイスをシステムに接続し電源を投入する方法につい
て説明します。

第 4 章では、Sun Blade 6000 モジュラーシステム管理システムをはじめて設定する方
法について説明します。
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関連ドキュメント
Sun Fire X4600 M2 サーバーのドキュメントセットの説明については、システムに付
属している『ドキュメントの場所』シートを参照するか、製品のドキュメントサイト
をご覧ください。次の URL を参照し、ご使用の製品のページに移動してください。

http://www.sun.com/documentation

これらのドキュメントの一部については、上記に記載された Web サイトでフランス
語、簡体字中国語、繁体字中国語、韓国語、日本語の翻訳版が入手可能です。英語版
は頻繁に改訂されており、翻訳版よりも最新の情報が記載されています。

Sun ハードウェアのすべてのドキュメントについては、次の URL を参照してくだ
さい。

http://www.sun.com/documentation

Solaris およびその他ソフトウェアのドキュメントについては、次の URL を参照して
ください。

http://docs.sun.com

Sun 関連ドキュメント、サポート、
トレーニング

Sun の部門 URL

ドキュメント http://www.sun.com/documentation/

サポート http://www.sun.com/support/

トレーニング http://www.sun.com/training/
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表記上の規則

コメントをお寄せください
Sun 社は、ドキュメントの改善を常に心がけており、皆様のコメントや提案を歓迎い
たします。コメントは次のサイトを通してお送りください。

フィードバックには、本書のタイトルと部品番号を記載してください。

『Sun Blade 6000 モジュラーシステム設置ガイド』、部品番号 820-2068-10。

字体*

* ご使用のブラウザの設定によっては、表示内容が多少異なる場合もあります。

意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディ
レクトリ名、および画面上のコ
ンピュータ出力を示します。

.login ファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイルを表
示します。

% You have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画
面上のコンピュータ出力とは区
別して示します。

% su

Password:

AaBbCc123 書名、新しい用語、強調する語
句、および変数を示します。変
数の場合には、実際に使用する
特定の名前または値で置き換え
ます。

『User's Guide(ユーザーズガイド)』の第 
6 章を参照してください。

これらはクラスオプションと呼ばれます。

これを行うには、スーパーユーザーであ
る必要があります。

ファイルを削除するには、rm <ファイル
名> と入力します。
はじめに ix
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第 章1

Sun Blade 6000 モジュラーシステム
の設置準備

この章では、Sun Blade 6000 モジュラーシステムの基本機能、および注文可能な一部
のオプション機能について説明します。また、Sun Blade 6000 モジュラーシステムの
出荷用梱包内容についても説明します。最後に、Sun Blade 6000 モジュラーシステム
の設定と設置の前に検討すべき導入に関するさまざまな考慮事項を示します。

この章は、次のように構成されています。

■ 「ご購入のシステムについて」（2 ページ）

■ 「配備に関する考慮事項」（4 ページ） 

■ 「インストール作業のチェックリスト」（9 ページ）

■ 「ラックへのシャーシの搭載」（16 ページ）
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ご購入のシステムについて
Sun Blade 6000 モジュラーシステムには、基本機能とさまざまなオプションの機能が
あります。Sun Blade 6000 モジュラーシステムの基本機能は、工場で組み立てられ、
システムシャーシにあらかじめ設置された状態で出荷されます。サーバーモジュー
ル、Network Express Module(NEM)、および PCI-ExpressModule(PCI EM)は、設
置済みの状態で納入されるか、個別に納入されます。次の表に、Sun Blade 6000 モ
ジュラーシステムの基本機能とオプション機能を要約します。

表 1-1 Sun Blade 6000 モジュラーシステムの説明

基本のシステム機能 説明

Sun Blade 6000 モジュラー
システムの基本機能

Sun Blade 6000 モジュラーシステムは、Sun Blade 6000 モジュ
ラーシステムの中核的コンポーネントです。Sun Blade 6000 
シャーシには、次の基本シャーシ機能が含まれています。

• 10 個のサーバーモジュール設置用スロット

• 20 個の PCI ExpressModule 設置用スロット

• 2 個の Network Express Module(NEM)設置用スロット

• 1 個のシャーシ監視モジュール(CMM)

• 2 個の電源モジュール

• 6 個の冗長背面ファンモジュール

• 前面および背面のシステムインジケータランプ

Sun Blade 6000 シャーシ
オプション

Sun Blade 6000 シャーシには、次のシャーシオプションを購
入および設置できます。

• PCI Express Module(PCI EM)。4Gbps Dual Port ファイ
バチャネル(FC)PCI Express Module、ギガビット 
Ethernet Dual Port PCI Express Module、10Gbps Dual 
Port Infini Band(IB)PCI Express Module。Sun Blade 6000 
シャーシには、最大 20 個の PCI EM(サーバーモジュール
あたり 2 個の PCI EM)が設置可能です。

• Network Express Module(NEM)。ギガビット Ethernet 10 
ポート Network Express Module Sun Blade 6000 シャーシに
は、最大 2 つの NEM が設置可能です。NEM は将来的に、
追加の入出力技術を装備する可能性があります。

サーバーモジュールの構成 Sun Blade 6000 シャーシには、最大 10 個のサーバーモ
ジュールが設置可能です。
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シャーシパッケージの内容

Sun Blade 6000 シャーシは、衝撃から保護するためにポリエチレンフォームのクッ
ションで梱包され、木製パレット付きの波型梱包箱に入れて納入されます。密封され
た波型梱包箱の底には、木製のパレットがキャップ付きの釘で取り付けられていま
す。シャーシアセンブリは、強度を高め保護するために木製のパレットに固定されて
います。

次の表で、シャーシパッケージの内容を説明します。

表 1-2 出荷されるシャーシパッケージの内容

 項目 説明

Sun Blade 6000 シャーシ 出荷される Sun Blade 6000 シャーシには、次の項目が同
梱されています。

• 1 個のシャーシ監視モジュール(CMM)

• 9 個のサーバーモジュール用フィラーパレット 
• 2 個の NEM 用フィラーパレットまたは NEM
• 20 個の PCI EM 用フィラーパレットまたは PCI EM
• シャーシの側面に貼られたサービスカード

• サーバーモジュールの入出力接続用ドングル

• RJ45/DB9 ドングル用シリアルアダプタ

アクセサリキット アクセサリキットには、次のドキュメントが付属してい
ます。

•『Where to Find Sun Blade 6000  Modular System 
Documentation(Sun Blade 6000 モジュラーシステムのド
キュメントの場所)』

•『Sun Blade 6000 モジュラーシステムご使用の手引き』

• その他の安全およびライセンスに関するドキュメント

カントリーキット カントリーキットには、Sun Blade 6000 モジュラーシス
テムの電源コードが 4 本付属しています。

ラックマウントキット ラックマウントキットには、次の項目が含まれています。

• ラックアラインメントテンプレート

• ラックマウント用棚

• ラックアダプタプレート

• ラックマウントに必要なねじ釘

その他のオプション • 追加の NEM(最大 2 個)

• 追加の PCI EM(最大 20 個) 
• 追加の サーバーモジュール(最大 10 個)

•『Sun Blade 6000 モジュラーシステム設置ガイド』
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シャーシの開梱には、特別なツールは必要ありませんが、 ナイフやカッターなど、通
常、開梱に使用するツールは必要です。

注 – リフトを使用してシャーシを設置する場合、設置を補助する台として、シャーシ
のパッケージを使用できます。詳細は、ラックマウントの説明書を参照してください。

必要なツールと機材

基本のモジュールとオプションのモジュールをシャーシに設置し、シャーシをラック
にマウントするには、次のツールと物品が必要です。

■ No.2 のプラスドライバ

■ ラックマウントキット

■ 静電気防止用リストストラップ

■ ESD マット

配備に関する考慮事項
このセクションでは、使用環境でのSun Blade 6000 モジュラーシステムの設定や設置
について、配備上の考慮事項を説明します。

注 – ラックにサーバーをマウントする前の考慮事項については、『Sun Blade 6000 
モジュラーシステムサイト計画の手引き』(820-2078)を参照してください。

このセクションでは次の項目について説明します。

■ 「ラックマウントのオプションと要件」（5 ページ）

■ 「入出力(I/O)接続」（5 ページ）

■ 「管理 Ethernet ネットワーク」（6 ページ）

■ 「オペレーティングシステムのサポートとインストール」（7 ページ）

■ 「システム管理ツール」（7 ページ）
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ラックマウントのオプションと要件

Sun Blade 6000 シャーシは、Sun の次のラックとキャビネットに設置できます。

■ Sun Rack 1000 キャビネットファミリ(高さ 72 インチ/184 cm)

■ Sun StorEdge(高さ 72 インチ/184 cm)拡張キャビネット

■ 19 インチ EIA 準拠産業標準規格ラック格納装置

ラックマウントを行う各Sun Blade 6000 シャーシについて、ラックマウントキットが
必要です。ラックマウントキットは、Sun Blade 6000 シャーシパッケージに付属して
います。このキットには、ラックマウントレールとハードウェアが含まれています。

入出力 (I/O) 接続

Sun Blade 6000 モジュラーシステムは、Network Express Module(NEM)と PCI 
ExpressModule(PCI EM)を組み合わせて使用することで、柔軟な I/O 接続を提供し
ます。このセクションでは、これらのモジュールとその利点について説明します。

Sun Blade 6000 モジュラーシステム用に提供される最初の NEM は、ギガビット 
Ethernet モデルです。各ギガビット Ethernet NEM には、10 個の 10/100/1000 BASE-T 
Ethernet 銅インタフェースがあり、各サーバーモジュールに 1 つずつが専用で使用さ
れます。NEM  はホットスワップ可能なモジュールなので、システム管理者はシステム
の電源を切断せずに、必要に応じて NEM を簡単に追加または削除できます。

PCI EM は、サーバーごとに設定可能な、独立した専用の入出力機能を提供します。
PCI EM フォーマットは、PCI-SIG 標準機関が開発した標準規格です。シャーシの
ミッドプレーンは、PCI EM とサーバーモジュール間の PCI-Express 接続機能を提供
し、各サーバーモジュールに 2 つの PCI EM を割り当てます。PCI EM は、完全に
ホットスワップ可能なので、システム管理者は簡単に PCI EM を交換できます。PCI 
EM は NEM と同様、接続されたサーバーモジュールに一切変更を加えずにライブシ
ステムに設置できます。Sun Blade 6000 モジュラーシステムは、業界標準規格のホッ
トスワップ可能な PCI EM をサポートします。Sun Blade 6000 モジュラーシステムの
初期リリースで、次の PCI EM が提供されます。

■ ファイバチャネルデュアルポート PCI ExpressModule

■ Ethernet デュアルポート PCI ExpressModule

■ InfiniBand デュアルポート PCI ExpressModule
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柔軟な I/O 設定

Sun Blade 6000 モジュラーシステムでは、複数の I/O モジュールを組み合わせるこ
とができます。たとえば、1 つのサーバーモジュールをファイバーチャネル PCI EM 
の冗長ペアとともに設定し、別のサーバーモジュールを 1 つの InfiniBand PCI EM と
ともに設定した上で、ギガビット Ethernet よって NEM でシャーシ内のすべての
サーバーモジュールに一様な I/O 機能を提供できます。

また PCI EM や NEM を単純にスワップすることで、Sun Blade 6000 モジュラーシス
テムの I/O 設定を簡単に変更できます。

システムシャーシには最大 20 個の PCI EM(Ethernet、IB、FC)および 2 個の 10 ポー
ト Ethernet NEM を設置できます。すべての I/O モジュールは、次の 3 種類のネッ
トワークへの接続を提供できます。

■ ローカルエリアネットワーク

■ Storage area network(SAN)

■ クラスタリングで使用される高帯域、低遅延のネットワーク

管理 Ethernet ネットワーク

Sun Blade 6000 モジュラーシステムでは、さまざまな方法でシャーシコンポーネント
とサーバーモジュールを管理できます。すべてのシステム管理アクセスは、シャーシ
監視モジュール(CMM)の管理ポートを通じて行います。また内部アクセス用に、内
部 Ethernet ネットワークを形成する Ethernet スイッチが CMM に装備されていま
す。この内部接続は、CMM、サーバーモジュールのサービスプロセッサ(SP)、およ
び外部 Ethernet ポートを接続しているので、Ethernet LAN 全体にわたる完全なシス
テム管理が可能です。

Sun Blade 6000 サーバーの管理についての詳細は、『Integrated Lights Out Manager 
(ILOM)Administration Guide for Sun Blade 6000 Modular Server(Sun Blade 6000 モ
ジュラーシステム用 Integrated Lights-Out Manager(ILOM)管理ガイド)』

（820-0052） を参照してください。
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オペレーティングシステムのサポートと
インストール

一部のサーバーモジュールのハードディスクドライブ （HDD） には、出荷前にあら
かじめ Solaris™ 10 オペレーティングシステムがインストールされています。この場
合、HDD には最新のドライバが事前にインストールされ、インストール済みの 
Solaris 10 オペレーティングシステムに統合されています。Solaris 10 オペレーティン
グシステムが出荷前にインストールされている場合は、通常の設置手順が短縮されま
す。必要なインストールパラメータは、ロケール、時間帯、root パスワード、ネット
ワーク設定などです。

その他のオペレーティングシステムもあわせてサポートされます。プリインストール
の Solaris 10 の設定と、代替のオペレーティングシステムのインストールについて
は、サーバーモジュール別のドキュメントを参照してください。

システム管理ツール

Sun Blade 6000 モジュラーシステムは、Integrated Lights Out Manager(ILOM)シス
テム管理ツールをサポートしています。ILOM を使用すると、ハードウェア構成の表
示、システム情報の監視、システム警告の管理などを通じて、Sun Blade 6000 モジュ
ラーシステムの監視と管理を行うことができます。ILOM には、CMM サービスプロ
セッサにインストールされたコマンドラインインタフェース(CLI)ILOM があります。
これは シャーシへの電源投入時に自動的に初期化されます。また、これはサーバーモ
ジュール上でのホストオペレーティングシステムの状態に関係なく動作し続けます。

システム管理レベルと機能

Sun Blade 6000 モジュラーシステムでは、すべてのシステム管理操作を次の 2 つのレ
ベルで簡単に制御し監視できます。

■ サーバーモジュールレベル。サーバーモジュールレベルでは、各サーバーモ
ジュールのサービスプロセッサと直接通信することにより、システムの動作を個
別に管理できます。サーバーレベルでは、次の管理操作を実行できます。

■ 対象の環境センサーの表示

■ サーバーモジュール自体、CPU、DIMM、および PCI EM のインベントリの
取得

■ SP ファームウェアと BIOS イメージのダウンロードの有効化
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■ シャーシ監視モジュール(CMM)レベル。シャーシ監視レベルでは、CMM と直接
通信することにより、すべての共有シャーシコンポーネントについてのシステム
の動作を管理できます。シャーシレベルでは、次の管理操作を実行できます。

■ すべてのシャーシコンポーネントの環境制御状況の表示

■ ホットスワップによるシャーシコンポーネントの挿入と除去のインベントリ
管理

■ サーバーモジュールレベルの特定の設定の詳細表示

■ 各サーバーモジュールのネットワーク設定

サーバーモジュールレベルとシャーシレベルのそれぞれの管理操作に加え、次の共通
の管理操作を両方のレベルで実行できます。

■ ネットワークセットアップ/DHCP クライアント設定。IP アドレスを割り当てる
か、DHCP を設定します。

■ ハードウェアの監視とシステムの管理。センサーや温度計などのハードウェアに
関する情報を取得します。

■ イベントフィルタリングと通知。イベントの重要度とイベント通知の設定を制御
します。

■ 変更の監査。システム設定に対して行った変更のログを表示します。

■ 役割に基づくユーザー管理。ユーザーに役割を割り当て、役割に基づいてアクセ
ス権を管理します。

■ LDAP クライアントの設定。LDAP サーバーの IP アドレスの設定、認証のセット
アップ、および役割のマッピングを行います。

■ RADIUS クライアントの設定。RADIUS サーバーの IP アドレスの設定、認証鍵
のセットアップ、および役割のマッピングを行います。

■ SNMP エージェントの設定。SNMP ユーザーの管理、コミュニティストリングの
セットアップ、およびトラップの設定

■ クロックまたは NTPの設定。ローカルの時間を設定したり、NTP クライアントの
使用を設定したりします。

■ イベントログ。監査イベント、環境イベント、システムイベントなど、ログに記
録された複数のクラスのイベントを表示します。

■ ファームウェアのアップグレード。必要に応じて、ILOM のファームウェアを
アップグレードします。
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インストール作業のチェックリスト
次のリストに、設置作業を示します。

1. Sun Blade 6000 シャーシを開梱します。

2. シャーシをラックに搭載するために必要なすべての部品がそろっていることを確認し
ます。

詳細は、「シャーシパッケージの内容」（3 ページ）を参照してください。

3. 必要に応じて、設置済みのモジュールを取り外します。

「シャーシをラックにマウントするための準備」（10 ページ）を参照してください。

4. Sun Blade 6000 シャーシのラックへのマウント

詳細手順については、ラックマウントキットに付属の Sun Blade 6000 シャーシラック
のアライメントテンプレートを参照してください。

5. Sun Blade 6000 モジュールとオプションをシステムシャーシに設置します。

第 2 章を参照してください。

6. 電源コードを Sun Blade 6000 モジュラーシステムの電源に接続します。

第 3 章を参照してください。

7. シャーシ監視モジュールを接続し、ネットワーク管理ができるように IP アドレスを
設定します。

第 4 章を参照してください。
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シャーシをラックにマウントするための
準備
シャーシをラックにマウントする前に、次の点に留意します。

■ 必ず『Sun Blade 6000 モジュラーシステムサイト計画の手引き』を参照して、サー
バーを設置する要件にサイトが適合していることを確認します。

■ リフトを使用せずに、サーバーを手動で設置する場合、シャーシに事前に設置さ
れたコンポーネントの一部を取り外す必要があります。「コンポーネントの取り外
し」（10 ページ）を参照してください。

静電気の防止

内蔵モジュールとオプションは、静電気にきわめて弱い電子部品です。衣服や作業環
境から発生する 通常量の静電気でも、コンポーネントを破壊する可能性があります。

内蔵コンポーネントのいずれかに接触するときには、静電気による損傷を防止するた
めに次の対策を行います。

■ ハードドライブ、サーバーモジュールオプション、NEM、EM などの静電気に弱
いコンポーネントは、帯電防止素材の上に置きます。帯電防止素材として、次の
アイテムを使用できます。

■ コンポーネントの出荷に使用された袋。

■ ESDマット(部品番号 250-1088、ご購入先にお問い合わせください)。

■ 静電気防止用リストストラップ。このリストストラップを手首に装着し、もう一
方の端をシステムシャーシのアースまたはシステムの金属部分に接地します。

コンポーネントの取り外し

リフトを使用せずにシャーシをラックにマウントする場合、次の手順を参照して、
シャーシに事前に設置されたコンポーネントを取り外します。

■ 「電源モジュールの取り外し」（11 ページ）

■ 「システムファンモジュールの取り外し」（12 ページ）

■ 「NEM の取り外し」（13 ページ）

■ 「PCI EM の取り外し」（14 ページ）

■ 「CMM の取り外し」（15 ページ）
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▼ 電源モジュールの取り外し

図 1-1に、電源を取り外す方法を示します。

図 1-1 電源の取り外し

1. シャーシの前面で、取り外す電源スロットの場所を確認します。

2. 電源ハンドルフレームの上にある緑のボタンを押したままにします。

3. 電源モジュールのハンドルを下方に回転させて開きます。

4. 電源モジュールを少しだけ引き出し、底をもう一方の手で支えます。ハンドルだけを
持ってシャーシから電源モジュールを引き出さないでください。

5. シャーシから電源を引き出し、両方の手で持てる程度まで引き出したらすぐに両手で
支えます。

6. ステップ 1 ～ ステップ 5 を繰り返して、もう 1 つの電源を取り外します。

注 – 電源モジュールを安全な場所に保管します。シャーシをラックに搭載したあと、
「電源モジュールの設置」（22 ページ）の説明に従って電源を再設置します。
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▼ システムファンモジュールの取り外し

図 1-2に、システムファンモジュールの取り外し方法を示します。

図 1-2 ファンモジュールの取り外し

1. シャーシの背面で、取り外すファンモジュールの場所を確認します。

2. ファンハンドルの上にある緑のボタンを押したままにします。

3. ゆっくりと背面ファンモジュールを引き出し、シャーシから完全に取り外します。

4. ステップ 1 ～ ステップ 3 を繰り返して、6 個の背面ファンモジュールをすべてシャー
シから取り外します。

注 – 背面ファンモジュールを安全な場所に保管します。シャーシをラックに搭載し
たあと、背面ファンモジュールをシャーシに再設置する必要があります。この手順に
ついては、「背面ファンモジュールの設置」（25 ページ）を参照してください。
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▼ NEM の取り外し

図 1-3に、NEM の取り外し方法を示します。

図 1-3 NEM の取り外し

1. シャーシの背面で、取り外す NEM の場所を確認します。

2. 左右の取り外しレバーの取り外しボタンを一緒に押したままにします。

3. NEM のラッチをシャーシから外すには、取り外しレバーを外側に回転させて開
きます。

4. 開いた取り外しレバーを持ち、モジュールを手で引き出せるようになるまで NEM を
引き出します。

5. もう 1 つの NEM を取り外す場合は、ステップ 1 ～ ステップ 4 を繰り返します。

注 – NEM を安全な場所に保管します。シャーシをラックにマウントした後、NEM 
をシャーシに再設置する必要があります。この手順については、「NEM の設置」（23 
ページ）を参照してください。
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▼ PCI EM の取り外し

図 1-4に、PCI EM を取り外す方法を示します。

図 1-4 PCI EM の取り外し

1. シャーシの背面で、取り外す PCI EM の場所を確認します。

2. 取り外しレバーのハンドルの上に指をかけ、ハンドルを下向きに回転させて外し
ます。

3. 取り外しレバーを手前に引き出し、モジュールを手で引き出せるようになるまで PCI 
EM を手前に引き出します。

4. ステップ 1 ～ ステップ 3 を繰り返して、設置されたすべての PCI EM をシャーシか
ら取り外します。

注 – PCI EM を安全な場所に保管します。シャーシをラックにマウントした後、PCI 
EM をシャーシに再設置する必要があります。この手順については、「PCI EM の設

置」（24 ページ）を参照してください。
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▼ CMM の取り外し

図 1-5に、CMM を取り外す方法を示します。

図 1-5 CMM の取り外し

1. シャーシの背面で、CMM の場所を確認します。

2. モジュールの取り外しレバーの取り外しボタンを押したままにします。

3. モジュールのラッチをシャーシから外すには、取り外しレバーを上方向に回転させ
て開きます。

4. モジュールを手で引き出せるようになるまで、取り外しレバーを手前に引き出します。

注 – CMM を安全な場所に保管します。シャーシをラックに搭載した後、CMM を
シャーシに再設置する必要があります。この手順については、「CMM の設置」（26 
ページ）を参照してください。
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ラックへのシャーシの搭載
システムシャーシを開梱し、発注したコンポーネントがすべてそろっていることを確
認します。搭載方法についての詳細は、Sun Blade 6000 シャーシラックのアライメン
トテンプレート(623-2755)で参照してください。このドキュメントは、Sun Blade 6000 
モジュラーシステムラックマウントキットに付属しています。あるいは、次の Sun 
Blade 6000 モジュラーシステムのドキュメントサイトで入手することもできます。

http://www.sun.com/documentation
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第 章2

シャーシへのモジュールと
オプションの設置

この章では、Sun Blade 6000 シャーシへのモジュールとオプションの設置方法につい
て説明します。この章では次の項目について説明します。

■ 「モジュールとオプションの設置の計画」（18 ページ）

■ 「モジュールとオプションの設置の前提条件」（18 ページ）

■ 「静電気の防止」（18 ページ）

■ 「モジュールとオプションの設置」（19 ページ）

■ 「サーバーモジュールの設置」（19 ページ）

■ 「電源モジュールの設置」（22 ページ）

■ 「NEM の設置」（23 ページ）

■ 「PCI EM の設置」（24 ページ）

■ 「背面ファンモジュールの設置」（25 ページ）

■ 「CMM の設置」（26 ページ）

■ 「次の作業」（26 ページ）
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モジュールとオプションの設置の計画
Sun Blade 6000 モジュラーシステムのモジュールとオプションをシステムに設置する
前に、このセクションの項目を確認してください。

■ 「モジュールとオプションの設置の前提条件」（18 ページ）

■ 「静電気の防止」（18 ページ）

モジュールとオプションの設置の前提条件 
Sun Blade 6000 モジュラーシステムのモジュールとオプションを設置する前に、次の
作業を行います。

■ 第 1 章を確認します。

■ Sun Blade 6000 シャーシをラックまたはキャビネットに設置します(ラックまたは
キャビネットを購入していない場合を除く)。詳細な手順については、『Sun Blade 
6000 シャーシラックのアライメントテンプレート』(263-2755)を参照してください。

ご購入の各モジュールについては、この章の後半でモジュール別の設置手順を説明し
ます。

静電気の防止

内蔵モジュールとオプションは、静電気にきわめて弱い電子部品です。衣服や作業環
境から発生する 通常量の静電気でも、コンポーネントを破壊する可能性があります。

内蔵コンポーネントのいずれかに接触するときには、静電気による損傷を防止するた
めに次の対策を行います。

■ ハードドライブ、サーバーモジュールオプション、NEM、PCI EM などの静電気
に弱いコンポーネントは、帯電防止素材の上に置きます。帯電防止素材として、
次のアイテムを使用できます。

■ コンポーネントの出荷に使用された袋。

■ ESDマット(部品番号 250-1088、ご購入先にお問い合わせください)。

■ 静電気防止用リストストラップ。このリストストラップを手首に装着し、もう一
方の端をシステムシャーシのアースまたはシステムの金属部分に接地します。
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モジュールとオプションの設置
このセクションでは、Sun Blade 6000 シャーシへの新規モジュールと新規オプション
の設置方法について説明します。このセクションでは次の項目について説明します。

■ 「サーバーモジュールの設置」（19 ページ）

■ 「電源モジュールの設置」（22 ページ）

■ 「NEM の設置」（23 ページ）

■ 「PCI EM の設置」（24 ページ）

■ 「背面ファンモジュールの設置」（25 ページ）

■ 「CMM の設置」（26 ページ）

注意 – このセクションは、すでに電源が入ったシステムに設置されている既存の
シャーシモジュールやオプションの交換については説明していません。この章の説明
では、新規に導入したシステムにまだ電源が投入されていないと想定しています。既
存のモジュールとオプションの交換については、『Sun Blade 6000 Modular System 
Service Manual(Sun Blade 6000 モジュラーシステムサービスマニュアル)』(820-0051) 
を参照してください。

▼ サーバーモジュールの設置

Sun Blade 6000 シャーシには、最大 10 個のサーバーモジュールが設置可能です。

スロットからフィラーパネルを取り外し、空いたスロットにサーバーモジュールを設
置するには、次の手順に従います。

1. システムシャーシの前面で、シャーシ内のモジュールを設置するスロットの場所を確
認します。
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2. 必要に応じて、フィラーパネルを取り外します。

図 2-1に、シャーシから取り外しているフィラーパネルを示します。

図 2-1 フィラーパネルの取り外し

3. フィラーパネルの下方にある取り外しレバーを下方に回して、シャーシからフィラー
パネルを取り外します。

注 – 未使用スロットのフィラーブレードは、電磁妨害の制限に関する FCC の規定に
準拠させるためのものなので、搭載したままにしておいてください。

4. エジェクタが右側になるように、サーバーモジュールを縦にします。

図 2-2 を参照してください。
20 Sun Blade 6000 モジュラーシステム設置ガイド • 2007 年 7 月



図 2-2 サーバーモジュールをシャーシに挿入する

5. ストッパに当たるまで、サーバーモジュールをスロットに押し込みます。

6. 上の方の取り外しレバーがカチッとはまるまで、下方に回します。

サーバーモジュールとシャーシが面一にそろえられ、エジェクタがロックされます。

7. ステップ 1 ～ ステップ 6 を繰り返して、残りのサーバーモジュールを設置します。
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▼ 電源モジュールの設置

図 2-3に、電源の設置方法を示します。

図 2-3 電源の設置

1. システムシャーシの前面で、空の電源スロットの場所を確認します。

電源モジュールを設置するときは、電源ユニットが上向きで、3 つの LED が左側に
あることを確認してください。

2. 電源モジュールのハンドルを引っ張って開きます。

3. 電源ユニットの端を電源スロットに合わせます。

4. 電源スロットの内部コネクタとかみ合うまで、電源ユニットをゆっくりと押し込み
ます。

5. 電源モジュールのハンドルをカチッと音がするまで戻します。

6. ステップ 1 ～ ステップ 5 を繰り返して、両方の電源モジュールをシャーシに再設置
します。
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▼ NEM の設置

Sun Blade 6000 シャーシには、0 ～ 2 個 の Network Express Module(NEM)を設置
できます。 図 2-4に、NEM の設置方法を示します。

図 2-4 NEM の設置

1. NEM を空の NEM スロットの端に合わせます。

RJ-45 ポートコネクタが前面の上部にあることを確認します。

2. NEM の取り出しレバーを完全に開きます。

3. NEM が止まるまで、空の NEM シャーシスロットに NEM を押し込みます。

4. 取り出しレバーを閉じて、NEM を固定します。

5. ステップ 1 ～ ステップ 4 を繰り返して、残りの NEM を設置します。
第 2 章 シャーシへのモジュールとオプションの設置 23



▼ PCI EM の設置

Sun Blade 6000 シャーシには、最大 20 個の PCI ExpressModule(PCI EM)が設置可
能です。このシャーシの PCI EM 0.0 ～ 9.1 というラベルが付いた 各 PCI EM スロッ
トには、全部で 20 個のフィラーパネルがあらかじめ設置されています。 図 2-5に、
PCI EM の設置方法を示します。

図 2-5 PCI EM の設置 

1. PCI EM を空の PCI EM スロットの端に合わせます。

PCI EM の前面パネルのインジケータランプが前面を向き、PCI EM 取り外しレバー
が完全に開いていることを確認します。

2. 空の PCI EM シャーシスロットに PCI EM を押し込みます。

モジュールをシステムに接続していくと、取り外しレバーが上がり始めます。

3. 最後に取り外しレバーを閉じて、PCI EM をシャーシに固定します。

4. ステップ 1 ～ ステップ 3 を繰り返して、残りの PCI EM を設置します。
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▼ 背面ファンモジュールの設置

図 2-6に、ファンモジュールの設置方法を示します。

図 2-6 ファンモジュールの設置

1. システムシャーシの背面で、空のファンモジュールスロットの場所を確認します。

2. ファンモジュールを両手で持って、空のスロットの端に合わせます。

ファンモジュールの緑のボタンがファンの上の方にあることを確認します。

3. 前面パネルがファン制御アセンブリコネクタコネクタとかみ合うまで、空のスロット
にモジュールを押し込みます。

ファンがファンに取り付けられるとき、カチッという音がするか、それが感じられる
はずです。

4. ステップ 1 ～ ステップ 3 を繰り返して、6 個のファンモジュールをすべてシャーシに
再設置します。
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▼ CMM の設置

図 2-7に、CMM の設置方法を示します。

図 2-7 CMM の設置 

1. PCI EM を CMM スロットの端に合わせます。

前面パネルの CMM のインジケータランプが、モジュールの一番上にあることを確認
します。

2. 空の CMM シャーシスロットに CMM を押し込みます。

CMM が、システムシャーシのガイドとかみ合っていることを確認します。

3. 最後に取り外しレバーを閉じて、CMM  をシャーシに固定します。

4. ステップ 1 ～ ステップ 3 を繰り返して、残りの CMM を設置します。

次の作業
モジュールとオプションをSun Blade 6000 シャーシに設置したあと、電源ケーブルを
接続してシステムの電源を入れます。第 3 章 を参照してください。
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第 章3

モジュールへのケーブルとデバイス
の接続およびシステムシャーシの
電源投入

この章では、AC 電源ケーブルの接続、ネットワークケーブルの管理、および適切な
シャーシモジュールへのデータネットワークケーブルの接続の方法について説明しま
す。最後に、システムシャーシにはじめて 電源を入れる方法を説明します。

この章では次の項目について説明します。

■ 「外部 I/O ポートと電源差し込み口について」（28 ページ）

■ 「Sun Blade 6000 モジュールへの I/O ケーブルの接続」（32 ページ）

■ 「電源ケーブルの接続」（32 ページ）

■ 「CMM ネットワーク管理ケーブルの接続」（34 ページ）

■ 「NEM データネットワーク管理ケーブルの接続」（35 ページ）

■ 「PCI EM データネットワーク管理ケーブルの接続」（36 ページ）

■ 「システムシャーシへのはじめての電源投入」（38 ページ）

■ 「次の作業」（40 ページ）
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外部 I/O ポートと電源差し込み口について

Sun Blade 6000 モジュラーシステムでは、次の各セクションで説明するそれぞれのモ
ジュールに外部 I/O ポートが用意されています。

■ 「Network Express Module(NEM)」（28 ページ） 

■ 「PCI ExpressModule(PCI EM)」（29 ページ） 

■ 「シャーシ監視モジュール(CMM)」（31 ページ）

■ 「AC 電源インタフェース」（31 ページ） 

■ 「サーバーモジュール」（32 ページ）

次の各セクションでは、Sun Blade 6000 の各モジュールにある外部ケーブルコネクタ
について説明します。

Network Express Module(NEM)

設置されている各ギガビット Ethernet NEM には、10 個の外部ギガビット Ethernet 
ポートがあります。完全に構成されたシステムでは、2 個の NEM にある 20 の外部
ギガビット Ethernet ポートが利用できます。

Sun Blade 6000 シャーシでは、1 つのサーバーモジュールにつき、NEM 0 ～ 1 とい
うラベルが付いた最大 2 個の NEM スロットが提供されます。下のスロットが NEM 
0、上のスロットが NEM 1 です。

Ethernet  NEM には、1 つにつき 10 個の別々のギガビット Ethernet NIC があり、1 
つのサーバーモジュールに 1 つの NIC が対応します。これらの NIC には、シャーシ
の背面から見て右から順に、NET 0 ～ 9 というラベルが付けられています。

図 3-1 サーバーモジュールと NEM の対応

NEM 1

NEM 0
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PCI ExpressModule(PCI EM)

設置されている各 PCI EM には、2 個の外部データポートがあります。最初の I/O 種
類別 PCI EM として、次のいずれかを購入できます。

■ ギガビット Ethernet ポート

■ InfiniBand

■ ファイバーチャネル

シャーシを完全構成した場合、2 個のデータネットワークポートを持つ PCI EM を 20 
個搭載でき、合計 40 個のポートが利用できます。

Sun Blade 6000 シャーシには、最大 20 個の PCI EM が設置可能で、各サーバーモ
ジュールに PCI EM スロットが 2 個ずつ割り当てられます。PCI EM スロットは、
シャーシの背面から見て、右から順に PCI EM 0.0 ～ 9.1 と番号が付けられています。

図 3-2 サーバーモジュールと PCI EM の対応

各 PCI EM ポートには、次のように番号が付けられています。

■ ギガビット Ethernet: PCI EM の上側のポートがポート 1、下側が ポート 0。

■ ファイバチャネル: PCI EM の上側のポートがポート 0、下側が ポート 1。

■ InfiniBand: PCI EM の上側のポートがポート 1、下側が ポート 0。
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サーバーモジュールあたりの PCI EM データポートへの 
MAC アドレスの割り当て

ギガビット Ethernet PCI EM を Sun Blade 6000 に設置する前に、今後に備えて、各 
PCI EM ポートの MAC アドレスを記録しておく必要があります。このセクションで
は、PCI EM の MAC アドレスの取得方法を詳しく説明します。

すべての PCI EMでは、各ポートに対して出荷時に固有の MAC アドレスが割り当て
られています。たとえば、ギガビット Ethernet PCI EM では、各 RJ-4５ データポー
トに対して 1 つずつ、合計 2 個の固有の MAC アドレスが割り当てられます。各 PCI 
EM ポートの MAC アドレスは、PCI EM ボードに、たとえば次のように印字されて
います。

00:14:4F:nn:nn:nn

nn は、各 PCI EM データポートに固有の MAC アドレスの数字です。    

PCI EM のカバーを開き、MAC アドレスラベルを確認します。

1 つのサーバーモジュールは、2 つの PCI EM スロットに対応します。各 PCI EM の
背面パネルには、2 つの RJ-45 データポートがあり、ネットワークデバイスインタ
フェースと 1 対 1 で対応します。1 つの RJ-45 データポートは、1 つのサーバーモ
ジュールに対応します。各サーバーモジュールは、最大 4 つの RJ-45 PCI EM データ
ポートに対応します(サーバーモジュール 1 個あたり 2 個の PCI EM)。

PCI EM MAC アドレスは、PCI EM ポートのポート番号の小さい方から順に、連続
した番号が割り当てられます。次に例を示します。

■ PCI EM のギガビット Ethernet に、次の MAC アドレスが印字されていたとします。

00:14:4F:C4:FC:33 および 00:14:4F:C4:FC:34

■ この場合、PCI EM の下側の RJ-45 ポートには 0.0 というラベルが付いているの
で、ポート 0.0 の MAC アドレスは 00:14:4FC4:FC:33 となります。

■ また、PCI EM の上側の RJ-45 ポートは 0.1 というラベルが付いているので、
ポート 0.1 の MAC アドレスは、00:14:4F:C4:FC:34 となります。

物理 PCI EM ポートの MAC アドレスが変わることはありません。ただし、オペレー
ティングシステム(Solaris、Windows 2003 Server、Linux)が、RJ-45 PCI EM ポート
に割り当てる論理名は、物理 MAC とは異なります。OS のインストール時に、論理
名によって複数のネットワークインタフェースを設定する方法については、サーバー
モジュールのドキュメントを参照してください。
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シャーシ監視モジュール(CMM)

各シャーシには CMM が 1 個設置でき、2 つの Ethernet(NET MGT)ポートと 1 つのシ
リアルポート(SER MGT)が付いています。 図 3-3 に、CMM の I/O ポートを示します。

図 3-3 CMM の I/O ポート

AC 電源インタフェース 

Sun Blade 6000 シャーシには、1 個の AC 電源インタフェースがあり、4 個の電源差
し込み口が用意されています。 図 3-4 に、AC 電源差し込み口を示します。

図 3-4 AC 電源差し込み口

NET MGT ポート 1

NET MGT ポート 0

SER MGT ポート 1

PS1-AC1

PS1-AC0

PS0-AC1

PS0-AC0
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Sun Blade 6000 の AC 電源インタフェースは、システムシャーシのモジュールに主電
源を供給します。主電源は、AC 電源インタフェースからお客様が用意する配電盤 
(PDU)に AC 電源コードが接続され、OK 電源 LED が点滅したあと、自動的に適用
されます。

注 – CMM ILOM で、Power-on(電源オン)オプションが初期設定で有効です。この
オプションを無効にすると、AC 電源コードをプラグに差し込んだあと、スタンバイ
電源のみがシステムシャーシのシャーシ監視モジュールに供給されます。

電源インタフェースの AC 電源差し込み口は、各電源ユニットに電力を供給します。
すべての電源ユニットには、別々の電源コードがあります。

サーバーモジュール

完全構成のシャーシには、10 個のサーバーモジュールが設置されています。各サー
バーモジュールのコネクタについては、サーバーモジュールのドキュメントを参照し
てください。

Sun Blade 6000 モジュールへの 
I/O ケーブルの接続
このセクションでは、次の項目について説明します。

■ 「電源ケーブルの接続」（32 ページ）

■ 「CMM ネットワーク管理ケーブルの接続」（34 ページ）

■ 「NEM データネットワーク管理ケーブルの接続」（35 ページ）

■ 「PCI EM データネットワーク管理ケーブルの接続」（36 ページ）

電源ケーブルの接続

このセクションでは、Sun Blade 6000 AC 電源インタフェースに電源ケーブルを接続
する方法について説明します。
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▼ AC 電源インタフェースへの電源ケーブルの接続 

注意 – お客様が用意する配電盤(PDU)に電源ケーブルを接続する前に、Sun Blade 
6000 モジュラーシステムの電源要件を確認することをお勧めします。システムの電
源要件については、『Sun Blade 6000 モジュラーシステムサイト計画の手引き』
(820-2078)を参照してください。

1. システムに付属の 4 本の電源ケーブルを準備します。

2. シャーシの背面にある電源インタフェースの AC 電源差し込み口の位置を確認します。

図 3-5 AC 電源差し込み口

3. 各電源差し込み口の金属の固定クリップを開きます。

4. シャーシ背面にある PS0-AC1、PS0-AC0、PS1-AC1、および PS1-AC0 の 4 つのス
ロット位置に、4 本の電源ケーブルを差し込みます。

5. 金属の固定クリップで、ケーブルをコネクタに固定します。

6. 電源ケーブルのもう一方の端を配電盤(PDU)に接続します。

システムシャーシに、主電源が自動的に配電されます。

PS1-AC1

PS1-AC0

PS0-AC1

PS0-AC0
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CMM ネットワーク管理ケーブルの接続

このセクションでは、シャーシ監視モジュール(CMM)の背面パネルにある Ethernet 
NET MGT ポートに、ローカルエリアネットワークのケーブルを接続する方法につい
て説明します。

▼ CMM への管理ネットワークケーブルの接続

1. Ethernet ネットワーク管理ケーブルを準備します。

2. Ethernet ケーブルを、CMM の RJ-45 NET MGT 0 ポートに接続します。

図 3-6 CMM NET MGT ポート

3. Ethernet ケーブルのもう一方の端をローカルエリアネットワークに接続します。

NET MGT ポート 0
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NEM データネットワーク管理ケーブルの接続

このセクションでは、Ethernet Network Express Modules(NEM)にデータネット
ワークケーブルを接続する方法について説明します。

▼ NEM へのデータネットワークケーブルの接続

1. データネットワークケーブルを準備します。

2. データネットワークケーブルを適切な RJ-45 Ethernet スロットに接続します。

サーバーモジュールと NEM との接続については、「Network Express 
Module(NEM)」（28 ページ）を参照してください。

図 3-7 サーバーモジュールと NEM の対応

3. データネットワークケーブルのもう一方の端をローカルエリアネットワークに接続し
ます。
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PCI EM データネットワーク管理ケーブルの接続
このセクションでは、PCI ExpressModule(PCI EM)にデータネットワークケーブル
を接続する方法について説明します。

開始前のご注意

ここに示す手順は、次の作業を完了していることが前提となります。

■ すべての PCI EM データポートの MAC アドレスが記録されている。PCI EM ポー
トの MAC アドレスが、PCI EM ボードに印字されている。PCI EM ポートの 
MAC アドレスを確認するには、PCI EM カバーを取り外します。詳細は、「サー
バーモジュールあたりの PCI EM データポートへの MAC アドレスの割り当て」

（30 ページ）を参照してください。

注 – オペレーティングシステムのインストール時に、複数のネットワークインタ
フェースに関するネットワーク情報をオペレーティングシステム用に設定する場合
は、ネットワークに接続されている各 PCI EM ポートの MAC アドレスが必要になり
ます。

▼ PCI EM へのデータネットワークケーブルの接続

1. データネットワークケーブルを準備します。

2. データネットワークケーブルを適切な RJ-45 データスロットに接続します。

サーバーモジュールと PCI EM との接続については、「PCI ExpressModule(PCI EM)」
（29 ページ）を参照してください。

図 3-8 サーバーモジュールと PCI EM の対応

3. データネットワークケーブルのもう一方の端をローカルエリアネットワークに接続し
ます。
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CMM へのシリアルコンソールの接続
このセクションでは、シャーシ監視モジュール(CMM)にシリアルコンソールを接続
する方法について説明します。CMM 経由ではなく、サーバーモジュールと直接通信
する場合は、Sun Blade 6000 シャーシに付属のドングルケーブルを使用して、サー
バーモジュールの前面パネルに、シリアルコンソールを直接接続します。詳細は、
サーバーモジュールシステムのドキュメントを参照してください。

▼ CMM へのシリアルコンソールの接続

1. シリアルコンソールケーブルを準備します。

シリアルコンソールケーブルは、別途用意する必要があります。

2. CMM の背面パネルにある SER MGT ポートにシリアルコンソールケーブルを接続
します。

図 3-9 CMM SER MGT ポート

SER MGT ポート
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システムシャーシへのはじめての
電源投入
電源に電力が供給されるとすぐに、システムシャーシに自動的に主電源が供給されま
す。システムシャーシに電源が入ると、CMM、NEM(s)、サーバーモジュール、それ
らの PCI EM など、シャーシ内のすべてのモジュールに主電源が適用されます。

注 – 初期設定では、シャーシに自動的に電源を投入するオプションのポリシーが 
CMM ILOM で有効です。シャーシの自動電源投入のポリシーを無効にすると、12V 
のスタンバイ電源がシステムシャーシに適用されます。

このセクションでは、システムシャーシとサーバーモジュールに電源が投入されてい
ることを確認する方法を説明します。

▼ システムシャーシへの通電の確認

1. AC 電源ケーブルが、電源インタフェースモジュールから電源に接続されていること
を確認します。

詳細は、「電源ケーブルの接続」（32 ページ） を参照してください。

2. 主電源がシステムシャーシに適用されていることを確認します。

OK 電源 LED が緑に点灯します。OK 電源 LED は、シャーシの前面と背面にあり
ます。
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図 3-10 前面と背面のシャーシ LED

注 – 初期設定では、システムシャーシに自動的に電源を投入するオプションのポリ
シーが CMM ILOM で有効です。シャーシの自動電源投入のポリシーを有効にする
と、電源に電力が供給されたあと、システムシャーシによってシャーシ内のすべての
モジュールに自動的に主電源が適用されます。

電力がサーバーモジュールに適用されたことを確認する方法は、サーバーモジュール
のドキュメントを参照してください。

前面 LED

背面 LED

OK/ 電源

LED

OK/ 電源
LED
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次の作業
ケーブルを I/O モジュールに接続したあと、ローカルデバイスをサーバーモジュール
に接続し、システムシャーシとサーバーモジュールに電源を投入したあと、CMM と
サーバーモジュールの管理ネットワークを設定します。第 4 章を参照してください。
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第 章4

Sun Blade 6000 モジュラーシステム
管理ネットワークの設定 

この章では、Sun Integrated Lights Out Manager(ILOM)を使用して、シャーシ監視
モジュール(CMM)に IP アドレスを設定する方法について説明します。特に、ILOM 
を使用して、CMM との接続を確立する詳細手順を示します。そのあと、CMM に静
的 IP アドレスまたは動的(DHCP)IP アドレスを設定する方法について説明します。

この章では次の項目について説明します。

■ 「Integrated Lights-Out Manager とは」（42 ページ）

■ 「事前設定の CMM ILOM 管理者アカウントについて」（42 ページ）

■ 「CMM ILOM への初期接続の確立」（43 ページ）

■ 「管理ネットワーク IP アドレスを使用した CMM ILOM との通信」（44 ページ）

■ 「はじめての IP アドレスの割り当て」（45 ページ）

■ 「DHCP を使用した初期 IP アドレスの割り当て」（46 ページ）

■ 「シリアル接続による CMM への静的 IP アドレスの割り当て」（47 ページ）

■ 「CLI による CMM ILOM の Root アカウントのパスワード変更」（49 ページ）
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Integrated Lights-Out Manager とは
Integrated Lights Out Manager(ILOM)は、Sun Blade 6000 シャーシに設置されたコ
ンポーネントを監視および管理するための内蔵システム管理ツールです。ILOM に
は、CMM サービスプロセッサによってアクセスします。CMM ILOM では、たとえ
ば、ネットワーク情報の設定、ハードウェア設定の表示と編集、重要なシステム情報
の監視、ユーザーアカウントの管理などを行うことができます。

注 – 本書で使用する CMM ILOM という用語は、Sun Blade 6000 モジュラーシステ
ム CMM サーバープロセッサ上で動作する ILOM を指します。Sun Blade 6000 
シャーシに設置されたサーバーモジュールに固有のサーバー管理システムについて
は、サーバーモジュールのドキュメントを参照してください。

CMM ILOM は、コマンドラインインタフェース(CLI)と IPMI インタフェースから
アクセスできます。

有効なユーザーアカウントを持つすべてのユーザーが CMM ILOM にアクセスできま
す。はじめて CMM ILOM にアクセスするときは、あらかじめ設定した ILOM 管理
者アカウントを使用する必要があります。

Sun Blade 6000 シャーシに設置される一部のサーバーモジュールは、異なる管理ソフ
トウェアを使用します。サーバーモジュールの管理については、サーバーモジュール
に付属のドキュメントを参照してください。

CMM ILOM で実行できる作業については、「システム管理レベルと機能」（7 ページ）
を参照してください。事前設定の ILOM 管理者アカウントについては、「事前設定の 
CMM ILOM 管理者アカウントについて」（42 ページ）を参照してください。

事前設定の CMM ILOM 管理者アカウントに
ついて

Sun Blade 6000 モジュラーシステムには、次の CMM ILOM 管理者アカウントが事
前に設定されています。

ユーザー名: root

パスワード: changeme

root という事前設定の管理者アカウントは、デフォルトのパスワードは変更できま
すが、そのアカウントを削除または変更することはできません。このアカウントは、
CMM ILOM 機能やコマンドを使用できる内蔵の管理者特権(読み込み、書き込みア
クセス)を提供します。
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はじめて ILOM に CMM レベルまたはサーバーモジュールレベルでアクセスすると
きは、root として changeme というデフォルトのパスワードを使用してログインす
る必要があります。CMM ILOM にログインし、システムへの接続を確立したあと
で、システムへの不正アクセスを防止するために、ILOM root アカウントのパス
ワードを変更します。

ILOM root アカウントのパスワードのリセットについては、「CLI による CMM 
ILOM の Root アカウントのパスワード変更」（49 ページ） を参照してください。

CMM ILOM への初期接続の確立 
初期ネットワーク設定情報を使用して CMM とサーバーモジュールを設定するには、
ILOM 経由で CMM への接続を確立する必要があります。CMM に IP アドレスを割
り当てるまでは、まずシリアル接続を使用して CMM と通信します。CMM へのシリ
アル接続を確立すると、静的 IP アドレスまたは DHCP IP アドレスを使用して、
CMM とサーバーモジュールを設定できるようになります。

DHCP IP 割り当てについて

はじめて電源を投入したときに、CMM ILOM は、IP アドレスを求める DHCP 要求
をブロードキャストします。DHCP サーバーはこの要求を受け取ると、アドレスや
その他のネットワーク情報を供給します。サーバーモジュールに同時に電源が投入さ
れると、サーバーモジュールも DHCP 要求をブロードキャストし、個別の IP アドレ
スを受け取ります。

静的 IP 割り当てについて

DHCP サーバーによって提供される動的アドレスの代わりに静的アドレスを使用す
る場合は、次の時点で静的 IP アドレスを割り当てることができます。

■ LAN ケーブルを CMM の NET MGT ポートに接続する前

■ モジュールに最初の DHCP IP アドレスが割り当てられたあと DHCP によって割
り当てられたアドレスを静的 IP アドレスに変更できます。
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シリアルコンソールへの最初の接続について

静的 IP アドレスまたは DHCP IP アドレスのどちらを割り当てる場合も、まずシリ
アルコンソール接続を確立して CMM ILOM と通信します。次に例を示します。

■ DHCP 割り当ての IP アドレスの場合。シリアルコンソールを CMM に接続して、
まず CMM とサーバーモジュールに割り当てられた IP アドレスを取得します。IP 
アドレスを取得したあとは、割り当てられた IP アドレスを使用して、リモート
ネットワーククライアントから CMM およびサーバーモジュールへ、ILOM によ
る Ethernet 接続経由で通信できます(サーバーモジュールへは Web ブラウザ GUI 
により、CMM へは CLI のみにより)。

■ 静的 IP アドレスの場合。アクティブな CMM へのシリアル接続を確立して、静的 
IP アドレスを最初に割り当てます。CMM またはサーバーモジュールにすでに静
的または DHCP IP アドレスが割り当てられている場合は、既存のアドレスを変更
するためにシリアル接続は必要ありません。既存の IP アドレスを使用して CMM 
またはサーバーモジュールにシリアル接続または Ethernet 接続をすると、CMM 
ILOM にログインして、割り当てられた IP アドレスを変更できます。

管理ネットワーク IP アドレスを使用した CMM 
ILOM との通信

CMM に IP アドレスが割り当てられたあとは、それらの IP アドレスを使用して 
CMM ILOM と通信します。特に、ネットワーク管理 IP アドレスは、CMM のサー
ビスプロセッサに割り当てられた IP アドレスです。

管理ネットワーク IP アドレスのほかに、データネットワーク IP アドレスが付与され
ることに注意してください。データネットワーク IP アドレスは、サーバーモジュー
ルにホストオペレーティングシステムをインストールしたあとに設定されます。デー
タネットワーク IP アドレスと管理ネットワーク IP アドレスは目的が異なるので、こ
れらを区別することが重要です。

シャーシレベルで管理作業を実行する場合は、CMM の IP アドレスを指定する必要
があります。サーバーモジュールレベルで管理作業を実行するには、サーバーモ
ジュール SP の IP アドレスを指定する必要があります。

サーバーモジュールの IP アドレスを指定する方法は、サーバーモジュールのドキュ
メントを参照してください。シャーシレベルで実行できる管理作業の簡単なリストに
ついては、「システム管理レベルと機能」（7 ページ）を参照してください。
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はじめての IP アドレスの割り当て

このセクションでは、次の項目について説明します。

■ 「DHCP を使用した初期 IP アドレスの割り当て」（46 ページ）

■ 「シリアル接続による CMM への静的 IP アドレスの割り当て」（47 ページ）.

準備すべき事柄

IP アドレスを割り当てる前に、必ず次の設置作業を完了してください。

■ Sun Blade 6000 モジュラーシステムの梱包を解き、ハードウェアとケーブル配線の
設定を完了します。詳細は、第 1 章、第 2 章、および第 3 章を参照してください。

■ Ethernet ケーブルを CMM の背面パネルの NET MGT ポートに接続します。詳細
は、「CMM ネットワーク管理ケーブルの接続」（34 ページ）を参照してください。

■ シリアル接続によって CMM(またはサーバーモジュール)へのコンソールアクセス
を確立します。詳細は、「CMM へのシリアルコンソールの接続」（37 ページ）を
参照してください。

■ 次のシリアル設定を行います。

■ 8N1: データビット 8、パリティなし、ストップビット 1

■ 9600 ボー

■ ハードウェアのフローコントロール無効(CTS/RTS)

■ ソフトウェアのフローコントロール無効(XON/XOFF)

■ 主電源がシャーシとサーバーモジュールに適用されていることを確認します。詳細
は、「システムシャーシへのはじめての電源投入」（38 ページ）を参照してください。

注 – DHCP IP アドレスを割り当てる場合は、Sun Blade 6000 モジュラーシステムと
同じローカルネットワーク上に、DHCP サーバーを確立している必要があります。
DHCP サーバーの設定はこのガイドの範囲外です。DHCP サーバーソフトウェアに
付属のドキュメントを参照してください。
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▼ DHCP を使用した初期 IP アドレスの割り当て
DHCP を使用して IP アドレスを割り当てるには、次の手順に従います。

1. DHCP サーバーが新しいメディアアクセス制御(MAC)アドレスを受け入れるよう設
定されていることを確認します。DHCP サーバーソフトウェアに付属のドキュメン
トを参照してください。

2. Ethernet ケーブルが、アクティブな CMM の NET MGT ポートに接続されているこ
とを確認します。

■ すでに静的 IP アドレスが設定されていない限り、CMM ILOM は、CMM の 
MAC アドレスとサーバーモジュールの MAC アドレスの ID を使用して、
DHCPDISCOVER パケットを自動的にブロードキャストします。

■ ネットワーク上の DHCP サーバーは、IP アドレスなどの情報を含む 
DHCPOFFER パケットを返します。CMM は、DHCP サーバーによって割り当て
られた IP アドレスの「リース」状況を管理します。

3. CMM およびサーバーモジュール SP に割り当てられた DHCP IP アドレスを取得す
るには、次のいずれかの方法を使用します。

■ ILOM-CMM 間のシリアル接続

CMM の背面パネルに接続されたシリアルコンソールを使用して、管理者として 
CMM ILOM にログインします。たとえば、ログインプロンプトで事前設定の管理
者ユーザー名 root とそのデフォルトのパスワード changeme を入力して Enter 
キーを押します。

■ 作業用ディレクトリをアクティブな CMM に設定するには、次のように入力し
ます。
cd /CMM/network

■ アクティブな CMM IP アドレスを表示するには、次のように入力します。
show 

■ 階層を下って、各サーバーモジュールの IP アドレスを表示するには、次のよう
に入力します。
show /CH/BLx/SP/network

注 – BLx は、スロット BL-0 に設置されているサーバーモジュールを表します。ター
ゲットのサーバーモジュールを指定するには、モジュールが設置されているスロット
番号を指定します。サーバーモジュールのスロット番号は、0 ～ 9 です。

■ DHCP サーバーログ

詳細は DHCP サーバーのドキュメントを参照してください。

注 – サーバーモジュール SP に DHCP アドレスを割り当てる手順については、サー
バーモジュールのドキュメントを参照してください。
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▼ シリアル接続による CMM への静的 IP アドレス
の割り当て
シリアル接続によって CMM に静的 IP アドレスを割り当てるには、次の手順に従い
ます。

1. アクティブな CMM とのシリアル接続が稼働していることを確認します。

シリアルコンソールを CMM に接続する方法については、「CMM へのシリアルコン
ソールの接続」（37 ページ）を参照してください。

2. 管理者ユーザー名とパスワードを入力し、Enter キーを押して、CMM ILOM に管理
者としてログインします。

ヒント – CMM ILOM へのログインには、ILOM にあらかじめ設定されている管理
者アカウント root/changeme を使用できます。詳細は、「事前設定の CMM ILOM 
管理者アカウントについて」（42 ページ）を参照してください。

デフォルトのプロンプト(->)が表示され、システムで CLI コマンドを実行してネッ
トワーク設定が行えるようになります。

3. CLI を使用し、LOM によって CMM に静的 IP アドレスを設定するには、次のコマ
ンドを入力して作業用ディレクトリを設定します。

cd /CMM/network
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4. 次のコマンドを使用して、IP、ネットマスク、およびゲートウェイアドレスを指定し
ます。

コマンド 説明および例

set pendingipaddress= このコマンドのあとに、CMM に割り当てる静的 IP アド
レスを入力します。

例: set pendingipaddress=129.144.82.26 と入力す
ると、CMM の IP アドレス、129.144.82.26 が ILOM 
によって割り当てられます。

set pendingipnetmask= このコマンドのあとに、CMM に割り当てる静的ネットマ
スクアドレスを入力します。

例: set pendingipnetmask=255.255.255.0 と入力す
ると、CMM のネットマスクアドレス、255.255.255.0 
が ILOM によって割り当てられます。

set pendingipgateway= このコマンドのあとに、CMM に割り当てる静的ゲート
ウェイアドレスを入力します。

例:  
set pendingipgateway=129.144.82.254 と入力する
と、CMM の静的ゲートウェイアドレス、
129.144.82.254 が ILOM によって割り当てられます。

set pendingipdiscovery= 次のコマンドは、静的 IP アドレスを設定するかどうかを 
ILOM に対して指定します。

set pendingipdiscovery=static

set commitpending=true このコマンド(true)を入力すると、指定したネットワー
ク設定が割り当てられます。

例: 
set pendingipaddress=129.144.82.26

set pendingipnetmask=255.255.255.0

set pendingipgateway=129.144.82.254

set commitpending=true
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CLI による CMM ILOM の Root 
アカウントのパスワード変更
パスワード、changeme を変更するには、次の手順に従います。

1. CMM の背面パネルに接続されたシリアルコンソールを使用して、管理者として 
CMM ILOM にログインします。

たとえば、ログインプロンプトで事前設定の管理者ユーザー名 root とそのデフォル
トのパスワード changeme を入力して Enter キーを押します。

2. 次のように入力して、CMM のパスワードを変更します。

set /CMM/users/root password=password

password は、新しく割り当てるパスワードです。

新しいユーザーアカウントの作成と、ユーザーアカウントへの役割(特権)の割り当て
については、『Integrated Lights Out Manger(ILOM)Administration Guide for Sun Blade 
6000 Modular System(Sun Blade 6000 モジュラーシステム用 Integrated Lights-Out 
Manager(ILOM)管理ガイド)』(820-0052)および設置したサーバーモジュールのド
キュメントを参照してください。

次の作業
Sun Blade 6000 モジュラーシステムのネットワーク情報を設定したあとは、サーバー
モジュールにオペレーティングシステムを設定できます。詳細は、Sun Blade 6000 モ
ジュラーシステムに設置されているサーバーモジュールのドキュメントを参照してく
ださい。
第 4 章 Sun Blade 6000 モジュラーシステム管理ネットワークの設定 49
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